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新新段段階階にに入入っったたオオーーププンンカカフフェェ  
名古屋都心の百メートル道路 

～久屋大通オープンカフェの新展開～ 
井澤 知旦 

 

久
屋
大
通
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
取
組
み
契
機 

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
取
り
組
む
契
機
と
な
っ

た
の
は
一
九
九
七
年
の
名
古
屋
世
界
都
市
景
観

会
議
で
あ
る
。
都
市
の
魅
力
と
な
る
「
に
ぎ
わ

い
」
も
都
市
景
観
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
の

認
識
か
ら
、
欧
米
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
成
立

さ
せ
て
い
る
制
度
的
背
景
の
調
査
が
な
さ
れ
た
。

同
時
に
久
屋
大
通
の
沿
道
民
有
地
（
公
開
空
地

も
含
む
）
四
ヶ
所
と
公
園
の
二
ヶ
所
の
計
六
ヶ

所
で
二
百
三
十
席
を
用
意
し
、十
月
の
四
日
間
、

都
市
景
観
会
議
実
行
委
員
会
主
催
で
、
民
間
の

協
力
を
得
て
、オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
し
た
。 

こ
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
対
し
、
九
十
二
％

が
「
良
い
」
と
評
価
し
、
九
十
四
％
が
「
増
え

て
欲
し
い
」
と
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
利

用
し
た
市
民
の
評
価
は
高
か
っ
た
。 

 
名
古
屋
市
は
二
〇
〇
〇
年
に
行
政
運
営
の
指

針
と
な
る
基
本
計
画
を
公
表
し
、
そ
の
な
か
で

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
位
置
づ
け
た
（
五
ヶ
所
の

記
述
）。
他
方
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
は
九
〇
年

よ
り
再
開
発
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
再
開
発
に

よ
る
都
心
活
性
化
を
研
究
し
て
き
た
が
、
そ
の

一
環
と
し
て
九
九
年
に
公
共
と
民
間
の
連
携
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
く
「
ま
ち
づ
く

り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
」
を
出
し
た
。
名

古
屋
市
の
基
本
計
画
と
名
古
屋
商
工
会
議
所
の

「
宣
言
」
の
一
致
点
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
か
ら

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
を
社
会
実
験
と
し
て
共

同
で
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

紆
余
曲
折 

二
〇
〇
〇
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
久
屋
大
通

歩
道
上
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
も
、
当
初
は
設
置

す
る
法
的
根
拠
が
な
い
た
め
、
道
路
に
付
属
す

る
休
憩
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
名
古
屋
市

が
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
を
レ
ン
タ
ル
し
、

名
古
屋
商
工
会
議
所
が
そ
れ
を
管
理
す
る
民
間

事
業
協
力
者
を
取
り
ま
と
め
る
方
式
で
あ
る
。 

 

〇
二
年
か
ら
は
こ
れ
ま
で
特
に
大
き
な
問
題

が
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
道
路
使
用
許
可
（
道
路
交
通
法

第
七
十
七
条
第
一
項
第
四
号
）
を
得
て
、
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
行
政
の
設
置
・

管
理
、
歩
道
の
有
効
幅
員
の
確
保
、
監
視
員
の

常
駐
、
営
業
行
為
の
禁
止
、
安
易
に
動
か
な
い

安
全
対
策
の
実
施
を
条
件
と
し
て
い
た
。 

 

〇
四
年
に
は
国
土
交
通
省
の
「
道
の
活
用
」

社
会
実
験
の
一
環
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施

し
た
。
こ
こ
で
は
市
と
商
工
会
議
所
だ
け
の
連

携
に
よ
る
実
施
で
な
く
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
組

織
を
加
え
た
「
久
屋
大
通
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
推

進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
商
工
会
議
所
が
中
心

と
な
り
、
翌
〇
五
年
に
は
地
元
ま
ち
づ
く
り
組

織
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
実
施
主
体
は
着
実
に
公
共
↓
公
益
団
体

↓
地
元
組
織
と
、公
か
ら
民
へ
移
行
し
て
き
た
。 

 

画
期
二
〇
〇
六 

 

こ
の
間
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
事
例
は
全
国

的
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
警
察
庁
は
〇
四
年
三

月
に
「
イ
ベ
ン
ト
等
に
伴
う
道
路
使
用
許
可
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」の
交
通
規
制
課
長
通
知
を
、

翌
〇
五
年
三
月
に
は
国
土
交
通
省
も
「
道
を
活

用
し
た
地
域
活
動
の
円
滑
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
に
対
す

る
道
路
法
の
柔
軟
な
運
用
を
促
す
道
路
局
長
通

知
が
出
さ
れ
た
。
横
浜
市
（
日
本
大
通
）
や
神

戸
市
（
三
宮
中
央
大
通
）
で
は
欧
米
的
な
飲
食

の
提
供
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

名
古
屋
市
で
も
こ
の
よ
う
な
実
施
環
境
の
変

化
や
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
も
と
に
、
休
憩
お
よ

び
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
飲
食
の
場
と
し
て
の
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
を
欧
米
的
な
長
期
か
つ
飲
食
提
供
可

能
な
場
に
し
て
い
こ
う
と
試
み
て
い
っ
た
。 

①
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
主
要
な
設
置
条
件 

・
設
置
者
は
、
久
屋
大
通
に
面
し
、
地
上
階
で

営
業
す
る
者
ま
た
は
建
築
物
を
有
す
る
者 

・
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
そ
の
店
舗
幅
ま
た
は
建

築
物
幅
の
範
囲
内
か
つ
日
常
的
に
店
舗
側
か

ら
目
視
で
き
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
前
面
歩

道
に
設
置
す
る 

・
歩
道
の
歩
行
空
間
と
し
て
有
効
幅
員
三
・
五

メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
す
る 

②
実
施
結
果
の
概
要 

■ 

参
加
事
業
者
数 

九
事
業
者
百
十
席
（
う

ち
飲
食
店
前 

三
店
舗
三
十
二
席
） 

■ 

実
施
期
間 

二
〇
〇
六
年
十
月
十
三
日

（
金
）
〜
十
一
月
三
十
日
（
木
）
の
四
十

九
日
間 

名
古
屋
ま
つ
り
は
当
初
三
日
間 

■ 

延
利
用
者
数 

一
万
六
百
三
十
人 

③
今
回
の
画
期
と
な
る
諸
点 

■
実
施
期
間
の
長
期
化 

 

こ
れ
ま
で
は
名
古
屋
ま
つ
り
な
ど
恒
常
的
な

イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
た
た
め
、

せ
い
ぜ
い
一
〜
二
週
間
で
あ
っ
た
が
、
単
独
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
七
週
間
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
非
日
常
的
な
場
か
ら
日
常
的
な
場
に
転
換
で

き
、利
用
者
も
あ
る
こ
と
を
前
提
に
利
用
し
た
。 

■
飲
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

今
回
、
道
路
占
用
許
可
（
道
路
法
第
三
十
二
条

第
一
項
第
一
号
物
件
）
を
前
提
と
し
て
、
飲
食
提

供
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
誰
も
が
座
れ
る

公
共
休
憩
施
設
利
用
が
前
提
で
あ
り
、
そ
こ
に
店

舗
か
ら
飲
食
物
が
配
達
さ
れ
る
方
式
で
あ
る
。
店

舗
が
完
全
に
．
占
有
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。
ま
た
調
理
（
例
え
ば
、
店
員
が
カ
ッ
プ
に

コ
ー
ヒ
ー
を
注
ぐ
）
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。 

■
地
元
主
導
の
運
営 

 

実
施
に
あ
た
り
、
協
議
会
も
実
行
委
員
会
も

地
元
ま
ち
づ
く
り
組
織
で
あ
る
名
古
屋
中
央
大

通
連
合
発
展
会
と
実
施
民
間
事
業
者
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

セ
ッ
ト
お
よ
び
道
路
占
用
料
等
は
民
間
事
業
者

が
全
額
負
担
し
、
自
己
責
任
で
実
施
し
た
。
ビ

ル
オ
ー
ナ
ー
の
参
加
も
あ
り
、
放
置
自
転
車
対

策
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
地
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
等
が
参
加
動
機
と
な
っ
て
い
る
。 

 

今
後
の
展
開 

 

実
施
期
間
中
は
台
風
や
大
雨
・
強
風
に
見
舞

わ
れ
ず
、
穏
や
か
な
カ
フ
ェ
日
和
が
続
い
た
。

さ
す
が
に
十
一
月
後
半
は
寒
く
て
客
足
は
遠
の

い
た
が
…
。
来
春
か
ら
は
よ
り
長
期
に
（
春
か

ら
秋
）、よ
り
多
く
の
参
加
事
業
者
を
募
っ
て
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
す
で
に
数

事
業
所
が
次
回
か
ら
の
参
加
を
希
望
し
て
い
る
。 

 

都
心
部
で
は
歩
道
上
の
放
置
自
転
車
や
置
き

看
板
な
ど
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
が
、
公
共
空
間
の
身
勝
手
な
利
用
は
混
乱

を
招
く
だ
け
で
あ
る
。
行
政
、
警
察
、
地
元
組

織
、
参
加
事
業
者
が
し
っ
か
り
連
携
し
、
歩
行

環
境
の
向
上
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
ひ
い
て
は

地
区
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
る
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
る
。 

                                            

 ２０００年から継続実施している久屋大通の歩道を活用したオープンカフェも２００６年は画期となった。それは第１に

実施期間が１週間程度から１ヶ月半に拡大したこと、第２に飲食サービスの提供が可能になったこと、第３に実施が行政主

導から地元主導へシフトしたこと、の３点があげられます。そこで、これまでの取り組みを振り返りながら、今後を展望し、

公共空間の活用のあり方を探っていきます。 

公公共共空空間間  
スススペペペーーーシシシアアア的的的   

ののの活活活かかかししし方方方   

 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 
開催日 10月13日(金)～15日(日)

の３日間 
10月6（土）、7（日）、12(金)
～14(日)の５日間 

10月12日(土)～14日(月)
と18日(金)～20日(日)の
６日間 

夏７月26日（土）～27日（日）
の２日間 
秋10月10日（金）～13日（月・
祝）４日間 

10月15日（金）～18日（月）
と22日（金）～24日（日）の
7日間 
＊当初、15日間を想定。台風
2回、中日ﾄ ﾗ゙ｺ゙ ﾝｽ゙ 優勝ﾊ゚ ﾚ ﾄー゙
のため、縮小実施 

春：5月27日（金）～5月29日（日）
の３日間 
秋：10月29日（土）～11月6日
（日）9日間 
＊雨のため実質8日間 

開催場所 久屋大通歩道 久屋大通歩道 
(広小路通公開空地) 

久屋大通歩道 
(広小路通公開空地) 

夏：久屋大通歩道 
秋：久屋大通歩道 
（広小路通公開空地) 

久屋大通歩道 
（一時期一部について広小路
歩道等で実施） 

久屋大通歩道 
（久屋大通公開空地） 

開催規模 ４ヶ所45卓180席 ５ヶ所41卓164席 
(＋２公開空地) 

５ヶ所42卓168席 
(＋３公開空地) 

夏:3ｹ所30卓120席 
秋:8ヶ所62卓248席 
（＋３公開空地） 

14ヶ所71卓284席 春：5ヶ所50卓200席 
秋：5ヶ所17卓68席 
（公開空地含む） 

久屋大通オープンカフェ推進協議会 

秋：協議会【名古屋中央大通連合
発展会、商工会議所、名古屋市】
と民間事業者 

実施主体 
と 

役割分担 

名古屋市（オープンカフェ（道路に付属する休憩施設）の設置） 
名古屋商工会議所（民間事業協力者のとりまとめ、木製衝立やブラワーバスケットによるオープンカフェ環境の向上） 
民間事業協力者（オープンカフェの収納・設置および清掃） 

協議会【商工会議所、名古屋
中央大通連合発展会、名古屋
市】と民間事業者 

春：市と会議所が実施 
注記 ①全国初の歩道上でのオ

ープンカフェ（道路に付属
する休憩施設として）の実
施 

①椅子・テーブル・パラソ
ルの質の向上 
②民間協力事業者と名古
屋市との覚書締結 

①同左①、②同左② 
③実施の後半において、道
路に付属する休憩施設か
らオープンカフェイベン
トとして使用許可を得る 

①同左②、②夏季におけるオ
ープンカフェ実施の市民支持
の有無について検証 

①国交省の「道の活用」の社
会実験として実施 
②実施期間および設置数を充
実 

春はなごや祭りに合わせて百貨店
で実施（万博の関係で開催時期の
前倒し） 
秋は名古屋中央大通連合発展会の
エリアで実施 

 

久屋大通オープンカフェの経緯 久屋大通オープンカフェの推進体制 

久屋大通オープンカフェ推進協議会 

構成員：名古屋中央大通連合発展会（会長） 
   ：名古屋商工会議所 
   ：名古屋市 

久屋大通オープンカフェ実行委員会 
構成員：地区代表委員（４地区） 

：公募による民間事業者 

交通管理 
中・東警察署交通課 
愛知県警交通規制課 

道路管理 
名古屋市中土木事務所 

道路使用 
許可申請 

道路使用許可 

各個店と
覚書の締結 

公募基準及び
管理基準提示 

市民・来訪者 

利用 快適な歩行環境
の維持・向上 

道路占用許可 

道路占用 
許可申請 

飲食店の営業 
名古屋市中保健所・
東保健所 

占用許可前提の 
実施計画の届け出 

都市景観 
名古屋市（都市景観室） 

公開空地 
名古屋市（建築指導課） 

景観整備地区内
の行為の届け出 

公開空地等一時
使用承認通知 


